

























Superdiversity and the linguistic landscape of 































































































　 レ デ ィ ン グ 大 学 のDepartment of English 
Language and Applied Linguisticsは、TESOLで有
名で、世界中から学生が集まってきている。J. 
Setter教授の修士課程の音韻論の授業を聴講した
のだが、教職のために基本的な事柄を厳選して教
えるという感じである。学部で関連した分野を学
んでいない者も受け入れているという事情もある
のかもしれない。その代わり、授業時間の半分ほ
どは音声記号を使ったディクテーションのト
レーニングに費やされる。神大大学院でも英語の
教職志望者が多いので、シラバスの参考になる。
　ところで、肝心の私の研究の方はと言うと、幼
児向けアニメを見て音声学の授業で使えないかと
考えたりしている程度である。
　紙幅の都合で、おもに音声学に関わる事柄だけ
記させていただいたが、もちろん外国に暮らすと
色々ある。私の前回の外国暮らしはちょうど20
年前、カナダ。前回と比べて今回は何かしら大変
で、何が違うのかと考えるに、単身と家族連れの
違いか、加齢による衰えか、それともやはりイギ
リスが大変なのか。在外研究の研究課題は音声学
だが、むしろイギリス文化入門の実習をしている
ようである。しかし何となく今ここで生活できて
いるのは、多くの方の支えあってのことである。
名前を挙げようとすると膨大な紙幅が必要に
なってしまうので割愛させていただくが、皆様方
に厚く御礼申し上げます。
レディング大学キャンパス中心部。左が人文社会科学棟、右が図書館
